
7

一 般 質 問一 般 質 問
質
問　

建
設
に
向
け
県
に
相
談
し
た
か
。

企
画
部
長　

昨
年
度
に
は
副
市
長
が
、

本
年
度
は
事
務
担
当
者
が
県
関
係
部
署

を
訪
問
し
、
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問　

Ｊ
Ｒ
高
崎
支
社
に
は
相
談
し
た

か
。
そ
の
反
応
は
。

企
画
部
長　

11
月
に
訪
問
し
、
市
の
考

え
を
説
明
し
ま
し
た
。
跨
線
橋
の
み
は

困
難
で
あ
る
が
、
協
力
は
し
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

質
問　

駐
車
場
用
地
の
確
保
は
必
要
不

可
欠
。
何
台
く
ら
い
を
考
え
て
い
る
か
。

企
画
部
長　

現
状
で
は
充
足
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
駐
車
場
に
必
要
な

質
問　

渋
川
市
の
国
保
税
は
12
市
の
中

で
一
番
高
い
。
一
般
財
源
や
基
金
を
使

い
市
民
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、
一
世

帯
一
万
円
引
き
下
げ
る
べ
き
。

市
長　

一
過
性
の
税
率
の
引
き
下
げ
は
、

そ
の
反
動
で
大
幅
な
引
き
上
げ
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
納
税
者
の
安

定
し
た
生
活
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、

基
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
税
率
を
引
き

上
げ
な
い
努
力
を
し
ま
す
。

臨
時
職
員
の
正
規
雇
用
へ

質
問　

保
育
所
や
幼
稚
園
の
臨
時
職
員

の
中
に
は
、
正
規
職
員
と
同
等
な
業
務

に
携
わ
っ
て
い
る
。
学
校
給
食
調
理
場

で
も
同
様
で
す
。
正
規
職
員
と
し
て
雇

用
の
見
直
し
を
行
う
べ
き
。

総
務
部
長　

臨
時
職
員
は
、
育
児
休
暇

等
を
取
得
す
る
職
員
の
代
替
と
し
て
、

正
職
員
を
補
完
す
る
た
め
の
活
用
で
あ

り
、
正
職
員
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

ス
ラ
グ
撤
去
い
つ
ま
で
に
費
用
負
担
は

質
問　

市
が
調
査
し
公
表
し
た
場
所
の

ス
ラ
グ
撤
去
費
用
は
約
７
億
５
０
０
０

万
円
必
要
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。

市
独
自
の
判
断
で
早
急
に
撤
去
を
。

　

ス
カ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
駐
車
場
等
の

ス
ラ
グ
撤
去
費
用
２
４
５
２
万
８
０
０

０
円
は
、
大
同
特
殊
鋼
が
任
意
で
拠
出

す
る
。
今
後
か
か
る
ス
ラ
グ
撤
去
費
用

は
大
同
特
殊
鋼
に
請
求
す
べ
き
。

建
設
部
長　

現
時
点
で
は
大
同
特
殊
鋼

に
費
用
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
国
、
県
、

渋
川
市
と
で
組
織
す
る
鉄
鋼
ス
ラ
グ
に

関
す
る
連
絡
会
議
で
、
相
互
に
連
携
し

た
対
応
等
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
動
向
に
よ
り
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
さ
は
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

古
巻
公
民
館
建
て
替
え
事
業
に
つ
い
て

質
問　

公
民
館
利
用
団
体
は
多
い
が
、

室
数
が
少
な
く
、
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
部
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
断

っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し

て
い
ま
す
。

質
問　

平
成
25
年
度
の
利
用
団
体
数
と

延
べ
人
数
は
。

生
涯
学
習
部
長　

定
期
利
用
団
体
、
学

級
・
講
座
や
そ
の
他
の
利
用
を
含
め
て
、

延
べ
１
２
７
５
団
体
、
１
万
８
３
３
０

人
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

質
問　

生
涯
学
習
に
お
け
る
公
民
館
の

役
割
と
意
義
を
ど
う
考
え
る
か
。

生
涯
学
習
部
長　

公
民
館
は
場
所
の
提

供
だ
け
で
な
く
各
種
の
情
報
提
供
を
適

切
に
行
い
、
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す

る
こ
と
に
存
在
意
義
が
あ
り
ま
す
。

質
問　

建
て
替
え
要
望
書
が
２
回
提
出

さ
れ
て
い
る
。
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

生
涯
学
習
部
長　

古
巻
地
区
の
人
口
動

態
な
ど
を
踏
ま
え
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
と
の
整
合
等
、
庁
内
で
十
分

調
整
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
一
世
帯
一
万
円
引
き
下
げ
を

角
田　

喜
和　

議
員　

八
木
原
駅
東
西
を
結
ぶ
歩
道
橋
建
設
に
つ
い
て

入
内
島　

英
明　

議
員　

改良が待たれる八木原駅

相談風景
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す
。

地
域
で
の
介
護
と
医
療
の
連
携
が
急
務

質
問　

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、
医
療

と
介
護
の
体
制
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
窓
口
な
ど
拠
点

と
な
る
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
。
見
解
は
。

保
健
福
祉
部
長　

在
宅
医
療
・
介
護
連

携
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
「
医

療
・
健
康
・
介
護
・
福
祉
」
等
の
相
談

窓
口
と
し
て
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
区

医
師
会
や
関
係
機
関
と
協
議
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

平
成
25
年
度
決
算
か
ら
財
務
諸

表
を
分
析
す
る
と
、
各
指
標
の
悪
化
が

見
ら
れ
る
。
見
解
を
求
め
る
。

総
務
部
長　

各
指
標
は
ほ
ぼ
平
均
的
な

値
の
範
囲
内
で
す
が
、
資
産
老
朽
化
は

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
社
会
資
本
の
整

備
で
市
債
借
入
額
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

質
問　

基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
は
、
16
億
円
の
マ
イ

ナ
ス
で
あ
る
。
平
成
28
年
度
に
は
好
転

す
る
と
い
う
が
根
拠
は
。

総
務
部
長　

合
併
関
連
の
大
型
事
業
が

平
成
27
年
度
に
完
了
す
る
こ
と
で
、
平

成
28
年
度
に
は
市
債
借
入
額
が
市
債
償

財
政
の
見
え
る
化
で
コ
ス
ト
意
識
を

質
問　

固
定
資
産
台
帳
や
総
合
管
理
計

画
の
策
定
な
ど
今
後
の
公
会
計
の
進
め

方
は
。

総
務
部
長　

公
有
資
産
台
帳
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
に
総
務
省

が
公
表
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
受
け
て
平

成
29
年
度
末
ま
で
に
は
整
備
を
し
ま
す
。

企
画
部
長　

国
の
総
合
管
理
計
画
の
策

定
要
請
を
受
け
、
公
共
施
設
等
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
管
理
の
推
進
の
た
め
、

計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
を
進
め
よ

質
問　

対
策
は
除
去
と
活
用
し
か
な
い
。

特
別
措
置
法
の
成
立
を
受
け
、
本
市
の

空
き
家
対
策
の
考
え
は
。

総
務
部
長　

11
月
の
臨
時
国
会
で
可
決

さ
れ
た
「
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
特
別
措
置
法
」
の
趣
旨
と
具
体
的

な
内
容
を
踏
ま
え
た
上
で
、
空
き
家
の

対
応
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

建
設
部
長　

空
き
家
を
賃
貸
す
る
た
め

に
は
、
借
り
主
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
よ
う

改
修
が
必
要
と
な
る
場
合
が
多
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
貸
し
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
研
究
し
ま

渋
川
の
新
た
な
価
値
を
つ
く
り
だ
せ

安
カ
川　

信
之　

議
員　

　
　
　

財
政
に
つ
い
て

中
澤　

広
行　

議
員　

還
額
を
下
回
る
見
込
み
の
た
め
で
す
。

質
問　

平
成
26
年
度
決
算
予
測
で
は
、

過
去
最
大
の
一
般
会
計
予
算
の
う
ち
、

市
債
発
行
が
際
立
っ
て
い
る
。
来
年
度

以
降
の
市
債
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
る
。

総
務
部
長　

総
合
計
画
に
位
置
付
け
ら

れ
た
事
業
の
中
か
ら
市
債
発
行
額
を
導

き
出
し
た
試
算
で
は
、
平
成
27
年
度
は

約
50
億
円
、
そ
の
後
は
約
26
億
円
で
す
。

質
問　

平
成
27
年
度
予
算
編
成
の
基
本

的
考
え
方
は
。

総
務
部
長　

厳
し
い
財
政
見
通
し
の
中
、

市
民
の
立
場
・
目
線
に
立
っ
て
考
え
、

歳
出
削
減
に
取
り
組
ん
で
、
安
定
し
た

行
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

質
問　

将
来
の
た
め
、
市
債
発
行
を
抑

制
し
平
準
化
を
図
る
に
は
、
大
型
事
業

の
先
送
り
が
不
可
欠
で
あ
る
が
。

市
長　

自
主
財
源
等
の
確
保
に
努
め
、

歳
出
を
削
減
し
、
事
業
を
平
準
化
し
て

安
定
し
た
行
政
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
の
財
政
を
堅
持
で
き
る
か
、

市
長
に
見
解
を
求
め
る
。

市
長　

短
期
集
中
が
必
要
な
事
業
は
集

中
し
て
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
、
全
体
と
し

て
は
先
送
り
や
平
準
化
を
進
め
ま
す
。

未来のために

※

※基礎的財政収支（プライマリーバランス）
　市債（借金）発行額を除いた歳入と、公債費（借金の返済費用）を
除いた歳出の収支で表される市の指標

介護と福祉の相談風景


